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●明日
あ し た

(２月
がつ

１６日
にち

)は授業
じゅぎょう

参観
さんかん

日
び

です。 

今年度
こんねんど

、最後
さ い ご

の授業参観
さんかん

日
び

です。お子
こ

さんの学校
がっこう

での様子
よ う す

をぜひ、ご覧
らん

ください。そ

の際
さい

、まだまだ新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

、インフルエンザなどが、市内
し な い

でも蔓延
まんえん

して

いるところもあります。本校
ほんこう

も安心
あんしん

できる状況
じょうきょう

ではありません。その点
てん

からも、以下
い か

の

ことにつきまして、ご理解
り か い

・ご協力
きょうりょく

、よろしくお願
ねが

いします。 

 来校
らいこう

人数
にんずう

を分散
ぶんさん

するため、参観
さんかん

時間
じ かん

を地区
ち く

別
べつ

に設定
せってい

していますので、できる限
かぎ

り、お示
しめ

しした時間
じ かん

で

の参観
さんかん

をお願
ねが

いします。なお、参観
さんかん

時間
じ かん

は、１５分
ふん

程度
て い ど

とさせていただきます。 

② ９:４５～10:20 松原
まつばら

地区
ち く

、富田
と み だ

一色
い し き

地区
ち く

(下記
か き

以外
いがい

の富
とみ

田
だ

一色
い し き

地区
ち く

) 

③10:50～11:25 天
あま

カ
が

須賀
す か

地区
ち く

、富田
と み だ

一色
い し き

地区
ち く

(豊富
とよとみ

・江戸
え ど

・弁天
べんてん

・布袋
ほてい

・大黒
だいこく

・蛭子
えべ す

) 

 一
いち

家庭
かてい

につき、お一人
ひ と り

(未就学
みしゅうがく

のお子
こ

さんは一緒
いっしょ

に来校
らいこう

可
か

)での参観
さんかん

をお願
ねが

いします。 

 今
いま

まで、廊下
ろ う か

からの参観
さんかん

をお願
ねが

いしていましたが、今回
こんかい

は、教室
きょうしつ

のなかへ入
はい

って参
さん

観
かん

いただいても

構
かま

いません。ただし、後
うし

ろから見
み

ていただき、私語
し ご

をしないとともに、子
こ

どもたちへの接触
せっしょく

等
とう

はお控
ひか

えください。(休
やす

み時間
じ かん

も同様
どうよう

です。) 

 授業
じゅぎょう

参観
さんかん

に関
かん

する詳細
しょうさい

は、「１/２６付
づけ

『２月
がつ

授業
じゅぎょう

参観
さんかん

のお知
し

らせ』」をご覧
らん

ください。        

●校内
こうない

作品展
さくひんてん

が行
おこな

われています。ぜひ、ご覧
らん

ください。 

２月
がつ

１３日
にち

(月
げつ

)から２月
がつ

１７日
にち

(金
きん

)までの期間
き かん

、本校
ほんこう

の講堂
こうどう

にて、｢校内
こうない

作品展
さくひんてん

｣が行
おこな

われています。 

各自
か く じ

、書写
しょしゃ

(毛筆
もうひつ

・硬筆
こうひつ

)の作品
さくひん

が１点
てん

、図工
ず こ う

の作品
さくひん

が１点
てん

です。図工
ず こ う

の

作品
さくひん

は、本人
ほんにん

が今
いま

までの図工
ず こ う

の作品
さくひん

の中
なか

で“お気
き

に入
い

りの作品
さくひん

”を展示
て ん じ

しています。素敵
す て き

な作品
さくひん

がいっぱい

です。 

子
こ

どもたちもお互
たが

いに鑑賞
かんしょう

し、「ここ、素敵
す て き

だねえ。」「ここのところ、どうやっ

て作
つく

ったの?」などと話
はなし

をしながら見
み

ています。ぜひ、子
こ

どもたちの作品
さくひん

をご覧
らん

ください。 

四日市
よ っかいち

市立
し り つ

富
とみ

洲原
す は ら

小学校
しょうがっこう

 

 学校
がっこう
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三
さ ん

錨
びょう

本気
ほんき

に 元気
げんき

に 根気
こんき

よく 

令和
れ い わ

 ５年
ねん

 ２月
がつ

 15日
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●３年
ねん

 障
しょう

がい者
しゃ

問題
もんだい

を考
かんが

える 手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

中野
な か の

さんとの出会
で あ

い 

３年生
ねんせい

は「すずかけ」の時間
じ かん

を使
つか

って、障
しょう

がい者
しゃ

問題
もんだい

について学習
がくしゅう

してきまし

た。学習
がくしゅう

の一
ひと

つとして、四日市市
よ っ か い ち し

でも活躍
かつやく

していらっしゃる手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

の中野
なかの

さん

に来
き

ていただき、お話
はなし

を伺
うかが

いました。最初
さいしょ

に簡単
かんたん

な手話
し ゅ わ

を教
おし

えてもらいました。

子
こ

どもたちも最初
さいしょ

は「うーん、わからない。」と言
い

っていましたが、途中
とちゅう

からは「あっ、それってこういう意味
い み

じ

ゃないの?」などと考
かんが

えられるようになりました。中野
なかの

さんから「こうやって、相手
あいて

のことを知
し

りたいと思
おも

う

気持
き も

ちがとても大切
たいせつ

なんだよ。」「それは、障
しょう

がいが『ある』とか『ない』とかに関係
かんけい

なく、相手
あいて

のことを知
し

ろう

とすることが大事
だ い じ

だね。」と教
おし

えていだたきました。それは、子
こ

どもたち同士
ど う し

の中
なか

でも同
おな

じです。「あの子
こ

のこ

と、わかりたい」という気持
き も

ちをこれからも大切
たいせつ

に育
はぐく

んでいきたいと考
かんが

えています。 

●５年
ねん

 出前
で ま え

授業
じゅぎょう

 鈴木
す ず き

造船
ぞうせん

さんの話
はなし

 

５年生
ねんせい

の工業
こうぎょう

の学習
がくしゅう

で、子
こ

どもたちは鈴鹿市
す ず か し

にある「HONDA
ほ ん だ

」の工場
こうじょう

へ見学
けんがく

に行
い

きました。この富
とみ

洲
す

原地区
は ら ち く

には工業
こうぎょう

に関係
かんけい

する会社
かいしゃ

がたくさんあります。その

なかの一
ひと

つである「鈴木
すず き

造船
ぞうせん

」さんに来
き

ていただき、話
はなし

を聞
き

かせていただきました。

「実際
じっさい

に作
つく

っている船
ふね

の大
おお

きさは?」「どのように作
つく

るのか?」「どうして鉄
てつ

の 塊
かたまり

である船
ふね

が浮
う

くのか?」など

の話
はなし

を聞
き

かせてもらいました。実際
じっさい

に船
ふね

を作
つく

るところの映像
えいぞう

も見
み

せてもらいました。子
こ

どもたちからは、

「HONDA
ほ ん だ

はロボットが作
つく

っていたけど、鈴木
すず き

造船
ぞうせん

さんは手
て

で(溶接
ようせつ

して)作
つく

っている

んだね。」などの感想
かんそう

がありました。さらに、船
ふね

が完成
かんせい

したあと、最初
さいしょ

に海
うみ

に出
で

るとき

の「進水式
しんすいしき

」の動画
ど う が

も見
み

せてもらいました。「すごく素敵
す て き

な仕事
し ご と

だなあ…」という感想
かんそう

とともに、「わたしも働
はたら

いてみたいです。」という子
こ

もいました。たくさんのことを学
まな

ばせていただきました。 

●6年
ねん

理科
り か

 ゲストティーチャー   

富
とみ

洲
す

原地区
は ら ち く

コミュニティ・スクール委員長
いいんちょう

の伊藤
い と う

さんに６年生
ねんせい

の理科
り か

を教
おし

えていただいています。伊藤
い と う

さ

んは中学校
ちゅうがっこう

で理科
り か

の教員
きょういん

として教鞭
きょうべん

をとっていらっしゃったということもあり、中学校
ちゅうがっこう

の理科
り か

授業
じゅぎょう

を子
こ

ど

もたちが体験
たいけん

しています。今回
こんかい

は理科
り か

の「電気
で ん き

」の単元
たんげん

です。実験
じっけん

用具
よ う ぐ

も使
つか

いな

がら、丁寧
ていねい

に教
おし

えていただいています。難
むずか

しい理科
り か

の用語
よ う ご

も出
で

てきますが、わ

かりやすく説明
せつめい

いただいています。６年生
ねんせい

は、卒業
そつぎょう

まであと２３日
にち

となりました。

中学校
ちゅうがっこう

との段差
だ ん さ

を少
すこ

しでもスムーズにできるように、学校
がっこう

としても支援
し え ん

していきます。 

 

 

 

 


